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　　『エムエスツデー』読者の皆様、こんにちは。また一

年が経過し、このたびは創刊15周年のご挨拶文を書いて

います。

　この『エムエスツデー』は、驚異的に進化する電子技

術によって、ますます便利になる計装の世界をご紹介す

る一方で、エム・システム技研が開発した新しい計装機

器の機能とアプリケーションの解説をはじめ、新しく計

装の世界に参加される方々にとって、知っておくと得を

される計装情報などをお届けしようと考えて創刊いたし

ました。

　15年も、毎月途切れることなく発行を続けてきたわけ

ですが、実際に編集に当たった人たちや、期限に間に合

わせるよう鋭意執筆に当たった方々の、並々ならぬ努力

の賜物であり、感謝の念でいっぱいです。本当にご苦労

様でした。これからもよろしくお願いいたします。

　またこの間、10万人に近い愛読者の皆様から様々な形

でご声援をいただき、「エムエスツデーの創刊の趣旨は間

違っていなかった」と確信をいたしました。

　世界の経済は拡大の一途を辿り、とくに最近では、

BRICsと呼ばれる諸国の経済成長には目を見張るものが

あります。人口が多く、経済的に豊かでない国の人々に

も潤いが及んでゆく姿が報道される一方で、地球上に排

出される温暖化ガスCO2が激増して、人類の未来に不吉

な兆候が現れていると伝えられています。日本は、世界

環境会議を主宰して京都議定書をまとめた国でもあり、

私たちも専門技術の世界で省資源・省エネルギーに貢献

できるような商品開発に力

を入れてゆく必要を強く感

じております。

　エム・システム技研ではこ

の一年、消費電力を監視し

て、どのようにすれば省電力

が可能になるかを検討する

ためのデータを収集し、解析

することを目的としたシス

テムを、簡単、便利、安価に

『エムエスツデー』
創刊15周年のごあいさつ

みや みち しげる

（株）エム・システム技研　代表取締役会長　 宮　道 　繁

ユーロ端子接続形超薄形変換器
M6Dシリーズ

実現する「消費電力監視システム」の開発を進め、その

第一段階を終了しました。これは、既設の受配電設備に

クランプ形のCT（変流器）を多数取り付けるだけで、稼働

中の設備を止めることなく、簡単に同システムを設置で

きるように工夫したものです。なお、小規模システム用

には、「液晶表示付電力マルチメータ」を発売しました。

現場では、主要変数の電圧、電流、電力をはじめ、各要

素の液晶表示がはっきりと見られるほか、内蔵の通信機

能を用いて全データをネットワーク上に流し、パソコン

による管理が容易に実現します。

　エム・システム技研の主力製品である信号変換器に関

しましては、新製品として厚さ5.9 mmの超薄形変換器

M6Dシリーズが完成し、省スペースと省エネルギーを実

現しました。

　現場のセンサからの信号を通信ネットワークを通じて

伝送する、リモートI／O機器シリーズの開発にも力を入

れました。

　最新の発光ダイオードと液晶技術を応用した表示計器

の開発にも力を入れました。計測信号を、美しく、見や

すく表示することで、お客様の設備のイメージアップに

貢献できるものと考えています。

　タッチパネルで画面を操作する液晶表示形で、消耗品

である記録紙が不要のチャートレス記録計については、

その機能アップに注力しました。お客様からのご要望に

素早く対応し、その使いやすさをご評価いただきました。

　Webロガー、Webテレメータは、インターネットを用

いた新しい形の常時監視形の集中管理システムを、簡単、

便利、安価に実現する目的で発売したところ、多くのお

客様に歓迎され、着々と実績を上げています。

　エム・システム技研は次世代の計装システムを考え、

タイミングよく新機能製品を発売して参ります。新しい

概念の新製品は、ユーザーの皆様方に知っていただくと

ころとならなければお役に立てません。この『エムエス

ツデー』が知っていただく最新の情報誌として、「継続は

力なり」を信じて引き続き活動して参ります。今後とも

よろしくご愛読のほど、お願い申しあげます。　　　 ■
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第5回　  アウトバーンのドイツ、ロータリーのイタリア
さか い とし のり

酒井 ITビジネス研究所 代表　酒 井　寿 紀

アウトバーンのドイツ

　1980年代に、ドイツの会社とイ

タリアの会社に付き合いました。

当時は両国の国民性があまりにも

違うので戸惑ったものです。国民

性の違いはクルマの運転の仕方に

もよく表れていました。

　ドイツはアウトバーンの国です。

制限速度がないので時速200キロ

に近い速度で走っているクルマが

たくさんいました。時速200キロで

時速100キロのクルマに追突する

と、時速100キロで障害物にぶつか

るのと同じですから大変な事故に

なります。そのため、追い越しは

左側、つまり中央分離帯寄りの車

線でする決まりで、これはよく守

られているようでした。日本のよ

うに、右からも左からも追い越す

ようなことはありません。

　そのかわり、遅いクルマが速い

クルマに追いつかれると、右の車

線によけて道を譲らなければなり

ません。そうしないと、後ろからク

ラクションを鳴らしたり、ライト

を点滅させたりして、無理やり押

しのけていました。ドイツに駐在

していた人の話では、アウディー

はベンツに追いつかれると道を譲

らなければならず、ベンツもポル

シェに追いつかれると道を譲らな

ければならないということでした。

　このようにドイツ人は規則の遵

守に忠実なようです。ビジネスの

世界では契約の重視ということに

なります。そして、スピードの遅

いクルマを押しのけるような、認

められた権力の行使を当然のこと

として実行するようです。このよ

うに、規則の重視と権力の行使で、

ドイツの社会は秩序が保たれてい

るのではないでしょうか。

ロータリーのイタリア

　一方、イタリア人の運転はだい

ぶ違います。ローマなどの交差点

には、ロータリーになっていて信

号がないところがたくさんありま

す。大理石の彫刻や噴水が中央に

あるロータリーをクルマが反時計

回りに流れていて、四方八方から

それに合流し、また四方八方に

散って行きます。よくぶつからな

いものだと感心しますが、暗黙の

了解があるようで、実に整然と流

れています。信号機付きの交差点

だと、信号の切り換え時に、いった

ん交差点の中を空にする必要があ

りますが、ロータリーだと常にク

ルマを流すことができます。また、

対向する道路にクルマがいないの

に赤信号で待たされることもあり

ません。見方によっては非常に合

理的です。もっとも、ローマなどに

ロータリーが多いのは、ちゃんと

した十字路でなく、五差路、六差路

などが多いので、信号のつけよう

がないためもあると思います。

　イタリア人はその場その場に応

じた現実的な解決策を見つけるの

が上手です。あるとき、クルマに

分乗して昼食を食べに行きました。

レストランの駐車場で、隣のクル

マが、出るときに同行したイタリ

ア人のクルマにぶつかりそうでし

た。すると、その人は、自分のク

ルマを停め直したりせず、「みんな

ちょっと手を貸してくれ」と言っ

て、隣の小型車を持ち上げてずら

してしまいました。その人は、「最

も速い解決策だ！」と言って澄ま

していました。

　このように、その場で最も簡単

で実際的な解決策を思いつくこと

に関しては、イタリア人は天才的

です。そのため、ビジネスでも契

約が重視されないことがあります。

「契約はそうだけど、現に困ってる

のだから何とかしてくれ」という

具合です。

イタリア人が大食いなわけ

　イタリア人とはよくいっしょに

食事をしました。彼らは大食いで、

普通の前菜の後、第2の前菜として

パスタを1皿平らげ、それからメイ

ン・ディッシュに取り掛かります。

そのため、彼らの食事に付き合う

ときは用心しました。それでも、失

敗したことがあります。

　夕食に招待されたとき、いっ

しょに行ったイタリア人が、「この

店はバイキング式の前菜がうまい

から取りに行こう」と誘いました。
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確かになかなかの味だったので、

「うまい、うまい」と言うと、その

人は、「じゃあ、もう一回取りに行

こう」とまた誘い、食いしん坊の

私は誘惑に負けて、その日は結局

前菜だけで3皿平らげてしまいま

した。

　そのあと、正式な夕食では欠かす

ことのできないパスタを1皿食べ、

もうお腹がいっぱいでした。しか

し、食事に招待されてメイン・

ディッシュを食べないわけにはいか

ないだろうと、一番軽そうなものを

注文しました。するとその人は、「俺

はメインはパスする」と澄ましてい

ます。型通りに注文した私は、肩透

かしを食ってしまいました。しまっ

たと思いましたが、もう手遅れで

した。イタリアでは何事も型にと

らわれない方がいいようです。

　イタリア人はおしゃべりです。

食事中ものべつ幕なしに話をして

います。初めのうちはわれわれ日

本人を意識して英語で話してくれ

るのですが、そのうちアルコール

が回り、議論が激昂してくると、彼

ら同士の会話はいつの間にかイタ

リア語になっています。そうなる

と、われわれはもう完全に蚊帳の

外です。

　議論がひとしきり続いたあと、

次の料理が出てきて、「じゃあ食べ

よう」ということになります。イ

タリア人があんなに食べられるの

は、料理の間に、身振り手振りを

伴って大声で議論して腹ごなしを

するからだと思います。その間、蚊

帳の外に放り出されていたわれわ

れは、腹ごなしが不十分なまま次

の料理に挑むことになります。

  われわれ日本人から見ると、イタ

リア人は会社の仕事より個人の生

活をはるかに大事にしているよう

に思われます。イタリアへ行った

とき、「明日はもう仕事はいいか

ら、デパートに買物に行こう。わ

れわれは日本のコンピュータを

買ってるんだから、あなたがたは

奥さんにイタリア製品を買って帰

らないといけない」と言われまし

た。そして、7月、8月は夏休みで、

まったく仕事になりませんでした。

「遊ぶために働くんだ」という考え

が徹底していました。日本の「猛

烈サラリーマン」や「会社人間」と

は大違いでした。

何とかなれば
「ノー・プロブレム！」

　昔の話ですが、ローマの街でス

リに財布をすられて往生したこと

があります。まず、何はさておき

警察に届けなければと、警察に行

きました。「トレビの泉のそばで財

布をすられた」と言うと、英語の

できる警官は、「ああ、あそこにい

るのはユーゴースラビアから来た

ジプシーだ」と言います。内心、「わ

かってるんだったらさっさと捕ま

えろ！」と言いたくなりましたが、

そんなことを言っても始まらない

ので、言われたとおりに手続きを

済ませました。

　すると、その警官は、「パスポー

トは領事館に行けば再発行してく

れる。航空券は航空会社へ行けば

再発行してくれる。クレジット

カードとトラベラーズチェックも

金融機関で再発行してくれる。あ

なたが失うのは現金と財布だけだ。

財布は3分の1の確率で出てくる。

ノー・プロブレム！」と言いまし

た。その警官が言ったほど簡単で

はありませんでしたが、確かに現

金と財布以外は翌々日には取り戻

せました。危害を加えられたわけ

でもないので、警察が扱う事件の

中では、警官が言ったとおり

「ノー・プロブレム」の部類だった

のでしょう。

　何から何まで盗られて青くなっ

ているときに、平然と「ノー・プロ

ブレム！」と言われたときは愕然

としましたが、航空会社や金融機

関のしかけを使って被害を何とか

許容範囲内に抑えることができれ

ば、イタリア的には「ノー・プロブ

レム」なのです。列車や飛行機が多

少遅れても「ノー・プロブレム」、タ

クシーのドアが開かなくても、反

対側から乗れれば「ノー・プロブレ

ム」なのです。日本人とは判断基準

がだいぶ違い、違和感を覚えます

が、イタリア人と付き合っていく

にはこういう違いも理解する必要

があります。そして、日本人もこう

いう「適当」で「いい加減」で「実

際的」な判断基準をもう少し学ぶ

べきかも知れません。　　　 　■

著 者 紹 介

酒 井　寿 紀
酒井ITビジネス研究所

代 表
（E-mail：webmaster@toskyworld.com）

ウェブサイト「Tosky World」
http://www.toskyworld.com/
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（株）エム・システム技研　開発部

テレメータD3シリーズ新製品
多重伝送SIN-NET用 通信カード、ツイストペア用
10km対応通信カード、光ファイバ用 通信カード（2）

　前号では、テレメータD3シリー

ズの多重伝送 SIN-NET 用 通信

カード（形式：D3-NS1）の機能や

特長についてご紹介しました。

　今号では、ツイストペア用 10km

対応通信カード（形式：D3-LT5）と

光ファイバ用 通信カード（形式：

D3-LP1）についてご紹介します。

2．ツイストペア用
10km対応通信カード：D3-LT5

　（1）D3-LT5の特長

　D3 シリーズのツイストペア用

10km対応通信カード（D3-LT5）の

場合、私設線（シールド付より対線

（ツイストペアケーブル）CPEV-S φ

0.9）を使用して最大10km（50bps

時）まで伝送することが可能です。

　通信カードの側面にあるディッ

プスイッチを、マスタ局、スレーブ

局に設定するだけで簡単に1対1の

通信を行うことができます（図2）。

　また上位通信カード（表1）を実

装すれば、PCまたは

PLC による入出力の

制御や監視を簡単に

行うことができます

（図3）。

　●最大10kmまで伝

送可能

　D3-LT5の場合、通

信速度を比較的低速な50bps に設

定することによって、最大10kmま

での伝送距離を実現しました。

　従来は私設線では実現できな

かった、遠隔地に設置されている

機器の監視、制御をD3-LT5を使用

して容易に実現できるようになり

ました。

　●通信速度を自由に設定可能

　通信距離が短い場合、通信カー

ドの前面パネルにある通信速度設

定用スイッチを設定することに

よって、最大38.4kbpsまでの通信

速度を選択することができます。

　通信速度を速くすることにより、

27.5

130

109
 （mm）

図1　D3-LT5とD3-LP1の外観と寸法
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図2　1対1のシステム構成例
　　　（ツイストペア用10km対応
　　　 通信カード（D3-LT5）実装）

図3　1対1（上位通信付き）の
　　　システム構成例
　　　（ツイストペア用10km対応
　　　 通信カード（D3-LT5）実装）

 製 品 名 称 形　式 

 通信カード（CC-Link用、Ver.1アナログ16点対応） D3-NC1
  通信カード（CC-Link用、Ver.1アナログ32点対応） D3-NC2
  通信カード（CC-Link用、Ver.2対応） D3-NC3
  通信カード（DeviceNet用、アナログ16点対応） D3-ND1
上位 通信カード（DeviceNet用、アナログ32点対応） D3-ND2
通信 通信カード（DeviceNet用、アナログ64点対応） D3-ND3
カード 通信カード（Modbus用） D3-NM1
  通信カード（Modbus、1対n専用） D3-NM2
  通信カード（Modbus／TCP（Ethernet）用） D3-NE1
  通信カード（Modbus／TCP（Ethernet）、1対n専用） D3-NE2
  通信カード（Tリンク用） D3-NF1

表1　D3シリーズの上位通信カード
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テレメータD3シリーズ新製品
多重伝送SIN-NET用 通信カード、ツイストペア用

10km対応通信カード、光ファイバ用 通信カード（2）

自局入力カードから相手局への応

答時間、また相手局入力カードか

ら自局へ応答時間が速くなり、高

速レスポンスを必要とするシステ

ムに使用できます。

　通信速度の設定は、通信距離に

応じて7段階から選択（表2）する

ことができるため、用途にあった

通信速度が選べます。

　●通信状態を目視で確認

　D3-LT5では、通信状態を前面パ

ネルにあるRUN、ERR表示ランプ

で簡単に確認することができます。

　側面ディップスイッチを設定す

ることによって、データ送信時は

RUN表示ランプが赤色点滅、デー

タ受信時はERR表示ランプが赤色

点滅します。

　表示ランプの状態を確認するこ

とによりマスタ局・スレーブ局間

のデータ送受信を簡単に確認する

ことが可能です。

　表示ランプの標準設定状態は、

データ交信時にはRUN表示ラン

プが緑色点灯、データ交信異常時

にはERR表示ランプが緑色点灯し

ます（光ファイバ用 通信カード

（D3-LP1）の場合も同様です）。

3．光ファイバ用
通信カード：D3-LP1

　（1）D3-LP1の特長

　D3シリーズの光ファイバ用 通

信カード（D3-LP1）の場合は、光

ファイバケーブル（GI-850nm）を使

用して1対1通信が可能です。

　ツイストペア用 10km対応通信

カード（D3-LT5）と同様に、上位通

信カードを実装し、PCまたはPLC

を使用して入出力の制御や監視を

容易に行うことができます（図4）。

　●接続、設定が簡単

　D3-LP1の光ファイバ線接続に

ついては、マスタ局のTXD（送信）

とスレーブ局のRXD（受信）の間

と、マスタ局のRXDとスレーブ局

のTXDの間を共に光ファイバで接

続するだけです。

　D3-LP1の通信の設定は、ツイス

トペア用 10km 対応通信カード

（D3 - L T 5）と同様に側面にある

ディップスイッチをマスタ局、ス

レーブ局に設定するだけで簡単に1

対1の通信を行うことができます。

　●通信区間は完全に絶縁

　D3-LP1では、通信線に光ファイ

バを使用しているため、光ファイ

バケーブル、マスタ局、スレーブ

局の3者間は完全に絶縁されてい

ます。

　また絶縁されているため、通信

線への雷やノイズの影響はありま

せん。

　●最大4kmまで伝送可能

　D3-LP1では、GI-850nm の光

ファイバを使用して最大4kmまで

（ただし最大許容損失：12dBで）伝

送することが可能です。

お わ り に

　D3シリーズは、多くのお客様か

らのご要望と今までの経験をベー

スにして生まれた製品です。

　ツイストペア用 10km対応通信

カード、光ファイバ用通信カード

には、1対1通信以外に下記の1対n

専用通信カードも用意しています。

　●Modbus、1対n専用ツイストペ

ア用 10km対応通信カード（形式：

D3-LT6）

　●Modbus、1対n専用光ファイバ

用通信カード（形式：D3-LP2）

　ほかに現在、下記の製品化を予定

していて、順次ラインアップを充実

させていきたいと考えています。

　●多重伝送 SIN-NET 用テレメー

タカードインタフェース（形式：

D3-NS2）（仮称）

　●多重伝送 SIN-NET用リモート

I／Oインタフェースカード（形式：

D3-NS3）（仮称）

　● 1：1専用（リピータ機能付）、無

線テレメータ RMD2 対応 通信

カード（形式：D3-LR1）（仮称）

　エム・システム技研は、お客様

のご意見、ご要望をいただいて、今

後さらにテレメータ D3シリーズ

の機能の拡充に努めて参ります。

　　　　　　　　　　　 　　 ■

  光ファイバ
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源
カ
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出
力
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入
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入
力
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ド

入
力
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出
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ー
ド

出
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ー
ド

ダ
ミ
ー
カ
ー
ド

PCまたは
PLC

通
信
カ
ー
ド

通
信
カ
ー
ド
D3-
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D3-
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上
位
通
信
カ
ー
ド

伝送距離：最大4km

D3シリーズ

D3シリーズ

図4　1対1のシステム構成例
　　　（光ファイバ用 通信カード
　　　（D3-LP1）実装）

  通信速度 伝送距離
50 bps 時 10 km 以下
300 bps 時 8 km 以下
1200 bps 時 6 km 以下
4800 bps 時 4 km 以下
9600 bps 時 3 km 以下
19.2 kbps 時 2.5 km 以下
38.4 kbps 時 1.5 km 以下

表2　D3-LT5の伝送距離
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（株）エム・システム技研　開発部

バッチ機能を搭載した2048点対応
PCレコーダソフトウェア MSRpro（形式：MSR2K-V5）

は じ め に

　近年、環境問題のクローズアップ

とともに省エネルギー対策への取り

組みが進み、エネルギーコストの削

減は重要な課題になっています。工

場全体の消費エネルギーを削減する

ため、単位ロットあたりの消費エネ

ルギーを計測・監視して対策をとる

場合が増えています。

　エム・システム技研では、すでに

2048点対応PCレコーダソフトウェア
エムエスアールプロ

MSRpro（形式：MSR2K）注1）を発売し、

お客様からご好評をいただいていま

す。このMSRproに、単位ロットあ

たりのデータ収録を簡単に実現でき

るバッチ処理機能を追加することに

よって、製品の製造工程における

データ収録を条件や設備毎に行う場

合、あるいは製品1ロット分の作業

単価を算出する場合など様々な用途

でご使用いただけると考えました。

　今回は、MSRpro バージョン 5

（MSR2K-V5）に追加したバッチ処理

機能を中心にご紹介します。

1．バッチ収録機能

　MSRproは、サーバ／クライアント

方式を採用しており、サーバソフト

ウェア（以下Serverと記述）にてデー

タ収録し、クライアントソフトウェ

ア（以下Client と記述）にてデータ表

示・解析を行うパソコン記録計です。

　今回、指定条件の下にServerから

データを取得し、CSV形式ファイル

で保存する機能をClientに追加しま

した。この機能を「バッチ機能」と

呼びます。詳細仕様は、別途仕様書

にてご確認ください。

　（1）MSRproに追加したバッチ機能

　Serverで収録中のデータから、1グ

ループ（最大32ペン）毎に、指定開始

条件から指定終了条件までのデータ

を1ファイルとして取得し、任意の

フォルダにCSV形式ファイルにて

保存します。

　（2）ファイル名

　バッチ機能にて収録する場合、収

録毎にファイル名を設定できます。

具体的には、「固定ファイル名＋収

録開始時刻」あるいは「固定ファイ

ル名＋毎回キー入力するファイル

名」を設定します。キー入力の代わ

りにバーコードリーダーの入力文字

をファイル名として設定することも

できます。

　たとえば、「固定ファイル名＋収

録開始時刻」設定を利用して、タン

ク内温度を計測する場合、固定ファ

イル名をグループごとに「タンク

A」、「タンクB」…と設定して収録を

行うと、各タンクの収録開始時

刻をファイル名として各ファイ

ルが作成されます（図1参照）。

　（3）収録状況の表示

　現在の収録状況を一覧表示し

ます。

　図1に示すように、収録中枠が赤色

表示の場合は収録中であることを表

します。収録状況のほか、収録開始時

刻、収録条件なども表示します。

　（4）バッチ収録中の表示

　バッチ機能にて収録するデータの

波形は、既存のトレンドグラフ画面

に表示します。標準の収録データと

区別するため、バッチ収録時間帯

は、設定した背景色でトレンドグラ

フ画面に表示されます（図2参照）。

　（5）比較表示

　バッチ機能を使用して過去に収録

した値と、現在の収録値との波形比

較表示を行います。バッチ収録開始

の時間軸より、指定した比較元波形

を同時に表示します。比較元ファイ

ルの内容を理想値に編集することで、

理想値と現在値の比較が可能です（図

3参照）。また、比較データは2ファ

イルまで設定可能であるため、比較

元ファイルを上下限理想値に編集し、

図4に示すように表示できます。

　（6）収録の条件

　収録の開始条件・終了条件として

図1　バッチ監視画面
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バッチ機能を搭載した2048点対応
PCレコーダソフトウェア MSRpro（形式：MSR2K-V5）

は、ボタンクリックをトリガとする

「手動」、外部機器からの立ち上がり

／立ち下がり信号あるいは積算カウ

ンタカードからの出力（変化信号）注2）

をトリガとする「入力」、時刻を設定

する「時間」などがあります。また、

各条件の組み合わせは自由に設定で

きます。たとえば、収録開始後30分

で終了する場合、開始条件を「手動」、

終了条件を「時間」に設定します。

　このようなバッチ機能を利用する

ことによって、簡単にグループ単位

での集計が可能になりました。

　たとえば、製造工程における熱処

理時の品質管理用データとしてファ

イル保存する場合があります。複数

台の炉のデータを収録する場合、図5

に示すように、炉内温度など各種必

要データをリモート I／O R3シリー

ズにて収録し、バッチ機能を利用し

て、炉の区別およびロット番号を

ファイル名に設定し、各データを保

存します。

2．その他の新機能

　バッチ機能以外にも、入力点数

の多いシステムを構築する場合を

視野に入れ、以下に列挙する新し

い機能を追加しました。

　（1）一括設定Excelツール

　ペン一括設定、アラーム一括設

定をExcel上で編集できるマクロ機

能を利用したツールを用意しまし

た。MSRpro用設定ファイルをExcel

上に展開し、編集後、MSRpro用設

定ファイルに変換します（図6参

照）。通常のExcel操作と同様に、セ

ル単位でのコピー／ペーストや編集

作業が簡単に行えます。編集後は、

エラーチェックを実施し、チェッ

ク結果を別シートに表示します。

図2　バッチ収録中のトレンド表示画面

図3　比較表示画面

図4　比較表示画面（上下限値付）

　（2）クライアント接続数の表示

　Serverに、現在のClient接続数を

表示します。Server PC1 台に対し、

Client PCを複数台接続する場合に便

利です。

　（3）Server自動切換

　複数台の Server PC を、1 台の

Client PCで切り換えてデータ表示す

る場合、ワンタッチで接続先

Server PCを自動的に切り換えます。

 お わ り に

　今後も、電力マルチメータや各種

リモートI／Oのデータに対応するな

ど、記録計として様々な用途でご利

用いただけるソフトウェアをご提供

したいと考えています。どうぞご期

待ください。　　　　　　　　　■

注1）「MSRpro」については、『エムエスツ
デー』誌2005年 3月号および4月号、
2006年2月号および3月号でもご紹介
しています。

注2）幅が狭い（1s未満の）パルス信号はトリ
ガ入力として使用できません。このよ
うな場合、パルス信号を積算カウンタ
用I／Oカード（たとえば形式R3-PA4A）
に入力し、得られる出力変化信号をト
リガ信号として使うことができます。

図6　MSRpro用設定ファイルをExcel上で編集

MSRpro用
設定ファイル

（*.msrp）

編集前

Excel 上で編集

MSRpro用
設定ファイル

（*.msrp）

編集後

Ethernet

PC

リモートI／O
R3シリーズ

MSRpro-Server

R3
シリーズ

R3
シリーズ

  通信カード  
（形式：R3-NE1）

入力カード

バッチ収録
CSVファイル

炉 炉 炉

PC

MSRpro-Client

バッチ機能

図5　システム構成例
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